
建設地の風配図

高層建物は数十年～数百年に一度の暴風にさらされても建物全体を支える柱やはりだけでなく、ガラス等の外装材も壊れないように設

計されています。しかし，このような極端な暴風でなくても，日常生活で発生する程度の強風により，扉や窓が開きづらくなるなど居

住環境に影響を及ぼす場合があります。このレベルの強風圧は建物が高層になるほど発生しやすく，また最近の気密性の高い建物ほど

扉や窓への影響は起こりやすくなっています。このような強風圧が発生する１年あたりの時間とその発生部位を簡易予測するシステム

を開発しました。

建物の外側に作用する風圧力は，建物の形や規模，風向によって変わります。さらに，建設地や建物の向きによって，どれくらいの風

速の風がどの方向からどれくらいの頻度で吹くのかも変わります。本システムは，設計者が建物の情報を入力すると，風洞実験結果の

データベースと気象統計データベースを参照して，指定した壁面風圧が一年間に何時間発生するのかを予測します。予測にあたっては，

風向別に海や陸などの周辺状況を考慮することを可能としました。

本システムの採用により，設計者が簡便に壁面強風圧の発生時間を把握することが可能となりました。その結果，強風時の風環境変化

を予測して適切な対応策を事前に施すなど，より快適な住環境を提案することができるようになりました。今後，住環境を良くするた

めの設計や事前検討に役立てていく予定です。
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